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〜
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時
（
入
場
は
午
後
４
時　

分
ま
で
）

３０

　

土
・
日
曜
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午
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時
〜
午
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５
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分
（
入
場
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午
後
５
時
ま
で
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観
覧
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一
般　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
円

　

大
・
高
校
生　
　
　
　

４
０
０
円

　
　

歳
以
上　
　
　
　
　

３
０
０
円

６５

　

小
・
中
学
生　
　
　
　

無　
　

料

※
７
月　

日
（
展
覧
会
初
日
）
は
入
場

２７

無
料
で
す
。

学
芸
員
に
よ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク

○
日
時　

８
月　

日
（
日
）
、　

日

１１

２５

（
日
）
午
後
２
時
か
ら　
　
　
　
　
　

同
時
開
催

常
設
展
示
「
版
画
い
ろ
い
ろ
２　

小
特

集　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
世
界
」　

ま
な
ざ
し
は
、悪
魔
悪
魔
か
神
か
・
・
・�

ま
な
ざ
し
は
、悪
魔
か
神
か
・
・
・�

　

フ
ェ
リ
シ
ア
ン
・
ロ
ッ
プ
ス
（
１
８

３
３－

１
８
９
８
）
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の

画
家
・
版
画
家
で
す
。
と
り
わ
け
官
能

的
で
悪
魔
的
な
主
題
に
特
異
な
才
能
を

発
揮
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
作
品
群

は
、
当
初
か
ら
常
に
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス

な
話
題
の
的
と
な
り
ま
し
た
。

　

ベ
ル
ギ
ー
の
南
部
、
ナ
ミ
ュ
ー
ル
で

生
ま
れ
た
ロ
ッ
プ
ス
は
、
若
く
し
て
莫

大
な
財
産
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。
そ
れ

を
資
金
に
、
風
刺
雑
誌
「
ア
イ
レ
ン
ス

ピ
ー
ヘ
ル
」
を
創
刊
、
自
ら
も
卓
抜
な

リ
ト
グ
ラ
フ
を
寄
稿
し
ま
す
。
晩
年
の

シ
ャ
ル
ル
・
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
と
の
出
会

い
を
経
て
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
文
学

者
か
ら
高
く
才
能
を
評
価
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

パ
リ
の
街
角
に
た
た
ず
む
娼
婦
の
姿
、

悪
魔
や
エ
ロ
ス
を
主
題
と
し
た
作
品
、

聖
職
者
を
揶
揄
（
や
ゆ
）
す
る
作
品
を

ロ
ッ
プ
ス
は
数
多
く
制
作
し
ま
し
た
。

社
会
の
暗
部
を
え
ぐ
り
出
し
、
白
日
の

も
と
に
さ
ら
そ
う
と
し
た
過
激
と
も
い

え
る
制
作
の
背
景
に
あ
っ
た
も
の
は
、

道
徳
や
宗
教
を
振
り
か
ざ
し
、
「
神
」

の
名
の
も
と
に
偽
善
者
的
生
活
に
甘
ん

じ
る
当
時
の
聖
職
者
た
ち
や
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
た
ち
へ
の
反
逆
で
し
た
。

　

悪
魔
的
な
欲
望
も
ま
た
、
人
間
に
生

来
そ
な
わ
っ
た
根
源
的
な
も
の
で
は
な

い
の
か｜

。
こ
こ
に
生
涯
に
渡
っ
て
ロ

ッ
プ
ス
が
持
ち
続
け
た
テ
ー
マ
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
展
覧
会
は
、
版
画
、
素
描
、
油

彩
画
な
ど
１
３
０
余
点
に
よ
る
日
本
で

初
め
て
の
本
格
的
な
回
顧
展
で
す
。
こ

れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
風
景
画
家
と
し
て
の
側
面
や
、
優
れ

た
版
画
家
と
し
て
の
側
面
も
ご
紹
介
し

ま
す
。

「扇子と操り人形を持った貴婦人」１８７３年
　フェリシアン・ロップス美術館、ナミュ
ール

「ヴィーナスとキューピッド（鼻をかんで
もらっているアモル）」１８７８－８１年ごろ　
フェリシアン・ロップス美術館、ナミュー
ル（寄託）

「アブサンに溺れる女」１８７６年ごろ　フェリシアン・ロップス美術館、ナミ
ュール

「漂着物」１８６６年　フェリシアン・ロップス美術館、ナミュール
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